
【地域活性化総合特区】次世代型農業生産構造確立特区 

［山口県、光市、柳井市、田布施町］ 
 

 

 

 

再生可能エネルギーの地産・地消推進
プロジェクト 

ほ場の大区画化や地下水位制御システム等
により、効率的な農業生産推進プロジェクト 

地域資源を活用した６次産業推進
プロジェクト 

効果：中心経営体への農地集積 効果：再生可能エネルギーの利用推進 効果：経営の多角化等による新たな雇用の確保 

 

【目標】 

・温暖多日照の恵まれた地域特性を踏まえた再生可能エネルギーの活用、集落営農法人や
女性グループといった担い手を中心に地域資源を活用した６次産業化などを積極的に推進
し、全国のモデルとなる次世代型の農業生産構造を確立する。 

【取組概要】 

・財政支援措置 

 関係府省予算の重点的な活用と総合特区推進調整費による補完 

・金融支援措置（利子補給金） 

 総合特区内における、地下水位制御システムを整備するために必要な資金貸付事業 

 

地域協議会参画団体 

（自治体関係者） 

山口県、光市、柳井市、田布施町 

（民間企業） 

南すおう農業協同組合、柳井市土地改良区、
田布施土地改良区、山口県土地改良事業
団体連合会 

■道の駅、地元販
売所等
・特産加工品、地元
農産物

○商品開発・販路開拓などによる
法人経営の複合化・多角化

○女性グループの法人化と商品
開発の販路拡大

生 産 加 工 販 売

■豆腐、みそ
米粉パン、菓子等

■米、大豆
麦、たまねぎ等

 

 

道路法面を利用
した防草発電 

小水力発電を活用し
た電気柵 

施設園芸加温用
ペレットボイラー 

生産・加工・販売の一体的整備により、
地域活性化に大きく貢献 

 

基盤整備により、土地利用率を高め、
生産の拡大とコスト低減を推進 
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